
 

四半期報告書 

（第44期第３四半期） 

自 2019年12月１日 

至 2020年２月29日 

 

ミタチ産業株式会社 

名古屋市中区伊勢山二丁目11番28号 



目       次 

  頁

表 紙  

   

第一部 企業情報  

第１ 企業の概況  

１ 主要な経営指標等の推移 ………………………………………………………………………………………… 1

２ 事業の内容 ………………………………………………………………………………………………………… 2

第２ 事業の状況  

１ 事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 3

２ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ………………………………… 3

３ 経営上の重要な契約等 …………………………………………………………………………………………… 3

第３ 提出会社の状況  

１ 株式等の状況  

（１）株式の総数等 ………………………………………………………………………………………………… 4

（２）新株予約権等の状況 ………………………………………………………………………………………… 4

（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 ……………………………………………… 4

（４）発行済株式総数、資本金等の推移 ………………………………………………………………………… 4

（５）大株主の状況 ………………………………………………………………………………………………… 5

（６）議決権の状況 ………………………………………………………………………………………………… 5

２ 役員の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 5

第４ 経理の状況 …………………………………………………………………………………………………………… 6

１ 四半期連結財務諸表  

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………… 7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………… 9

四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………… 9

四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………………………………… 10

２ その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 14

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ……………………………………………………………………………………… 15

   

［四半期レビュー報告書］……………………………………………………………………………………………………  

 



【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 東海財務局長 

【提出日】 2020年４月10日 

【四半期会計期間】 第44期第３四半期（自 2019年12月１日 至 2020年２月29日） 

【会社名】 ミタチ産業株式会社 

【英訳名】 MITACHI CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  橘 和博 

【本店の所在の場所】 名古屋市中区伊勢山二丁目11番28号 

【電話番号】 （０５２）３３２－２５００ 

【事務連絡者氏名】 執行役員管理部門担当  飛田 直之 

【最寄りの連絡場所】 名古屋市中区伊勢山二丁目11番28号 

【電話番号】 （０５２）３３２－２５９６ 

【事務連絡者氏名】 執行役員管理部門担当  飛田 直之 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

株式会社名古屋証券取引所 

（名古屋市中区栄三丁目８番20号） 

ミタチ産業株式会社 東京支店 

（東京都品川区西五反田二丁目12番19号） 

ミタチ産業株式会社 関西支店 

（京都市下京区烏丸通仏光寺下ル大政所町680番地） 

 



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第43期 

第３四半期連結 
累計期間 

第44期 
第３四半期連結 

累計期間 
第43期 

会計期間 
自2018年６月１日 
至2019年２月28日 

自2019年６月１日 
至2020年２月29日 

自2018年６月１日 
至2019年５月31日 

売上高 （千円） 28,831,283 26,312,188 38,512,561 

経常利益 （千円） 1,083,305 734,215 1,396,084 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 757,586 500,748 972,393 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 777,807 425,634 1,013,978 

純資産額 （千円） 8,915,890 9,340,499 9,152,052 

総資産額 （千円） 16,969,816 15,469,474 16,175,355 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 95.86 63.34 123.03 

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益 
（円） 95.79 - 123.02 

自己資本比率 （％） 52.4 60.2 56.4 

 

回次
第43期

第３四半期連結
会計期間

第44期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2018年12月１日
至2019年２月28日

自2019年12月１日
至2020年２月29日

１株当たり四半期純利益 （円） 28.66 17.69 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．当第３四半期連結累計期間の、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社（ミタチ産業株式会

社）、連結子会社９社（M.A.TECHNOLOGY,INC.、美達奇（香港）有限公司、台湾美達旗股份有限公司、敏拓吉電子

（上海）有限公司、美達奇電子（深圳）有限公司、MITACHI（THAILAND）CO.,LTD.、PT MITACHI INDONESIA、ＭＥテ

ック株式会社、フロア工業株式会社）、非連結子会社２社（MITACHI TRADING（THAILAND）CO.,LTD.、株式会社ユラ

ス）により構成されております。また、2020年２月に連結子会社のＭＥテック株式会社が、当該会社のその子会社と

して株式会社ユラスを設立いたしました。

 当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、概ね次

のとおりであります。

 
＜国内事業部門＞ 

 主な事業内容の変更及び主要な関係会社の異動はありません。

＜海外事業部門＞ 

 主な事業内容の変更及び主要な関係会社の異動はありません。

 

- 2 -



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

 財政状態

 当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末と比較してたな卸資産が５億26百万円減

少、有形固定資産のその他（純額）が３億41百万円増加する一方、電子記録債務が３億62百万円減少、短期借入

金が７億44百万円減少、固定負債のその他が３億62百万円増加、利益剰余金が２億63百万円増加しました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間末の総資産は154億69百万円となり、前連結会計年度末と比較して７億

５百万円減少しました。

 

 経営成績 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果もあり、雇用・所得環境の改善が続くな

か、新型コロナウィルス感染症が内外経済に影響を及ぼし、引き続き通商問題を巡る動向など、経済や金融環境

の変動に対し留意が必要な環境が続いております。 

 このような経済状況のもと、当社グループの主要取引先である自動車分野につきましては、車載機器関連の半

導体・電子部品の販売およびＥＭＳなどは堅調に推移し、売上は増加いたしました。民生分野につきましては、

売上は堅調に推移いたしました。アミューズメント分野につきましては、生産の後ろ倒し等もあり、売上は減少

いたしました。産業機器分野につきましては、工作機械関連の生産調整等の影響を受け売上は減少いたしまし

た。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高263億12百万円（前年同期比8.7％減）、営業利益

は７億25百万円（前年同期比30.0％減）、経常利益は７億34百万円（前年同期比32.2％減）となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益は５億円（前年同期比33.9％減）となりました。
 

 セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

 
①国内事業部門 

 車載機器関連の販売は堅調に推移したものの、工作機械向け受注の減少を受け、連結売上高は178億35百万円

（前年同期比7.1％減）となりました。セグメント利益は８億60百万円（前年同期比17.1％減）となりました。

 

②海外事業部門 

 アミューズメント分野の生産後ろ倒し等の影響を受けて売上が減少した結果、連結売上高は84億76百万円（前

年同期比12.0％減）となりました。セグメント利益は２億29百万円（前年同期比40.4％減）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はあり

ません。

（３）研究開発活動

 当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動はありません。なお、研究開発活動に重要な

変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類 
第３四半期会計期間末
現在発行数（株） 
(2020年２月29日） 

提出日現在発行数 
（株） 

（2020年４月10日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 7,906,000 7,906,000 

東京証券取引所 

（市場第一部） 

名古屋証券取引所 

（市場第一部） 

単元株式数 

100株 

計 7,906,000 7,906,000 － － 

（注）「提出日現在発行数」欄には、2020年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年12月１日～ 

2020年２月29日
― 7,906,000 ― 818,105 ― 868,905
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（５）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

 

（６）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2019年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

        2020年２月29日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 500 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,903,400 79,034 － 

単元未満株式 普通株式 2,100 － － 

発行済株式総数   7,906,000 － － 

総株主の議決権   － 79,034 － 

（注）１.「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、600株含まれております。

  また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

２. 単元未満株式2,100株には、自己名義所有株式34株が含まれております。

 

②【自己株式等】

        2020年２月29日現在 

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

ミタチ産業株式会社 
名古屋市中区伊勢

山二丁目11番28号 
500 － 500 0.01 

計 － 500 － 500 0.01 

 (注)上記自己名義株式数には、単元未満株式34株は含まれておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年12月１日から2020

年２月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年６月１日から2020年２月29日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年２月29日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,297,082 1,285,584 

受取手形及び売掛金 5,041,789 ※ 4,992,457 

電子記録債権 2,439,457 ※ 2,125,858 

たな卸資産 4,708,548 4,181,566 

その他 967,917 798,343 

貸倒引当金 △13,991 △11,574 

流動資産合計 14,440,804 13,372,236 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 282,853 259,395 

機械装置及び運搬具（純額） 120,101 147,538 

土地 519,622 519,622 

その他（純額） 30,830 371,922 

有形固定資産合計 953,408 1,298,479 

無形固定資産 235,032 221,956 

投資その他の資産    

投資有価証券 125,843 113,191 

その他 433,026 468,830 

貸倒引当金 △12,759 △5,218 

投資その他の資産合計 546,110 576,802 

固定資産合計 1,734,551 2,097,238 

資産合計 16,175,355 15,469,474 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2020年２月29日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,379,429 ※ 3,395,157 

電子記録債務 1,305,882 ※ 943,781 

短期借入金 1,628,071 883,937 

未払法人税等 197,813 37,531 

賞与引当金 94,960 50,985 

役員賞与引当金 15,980 15,000 

受注損失引当金 - 22,403 

その他 266,524 282,733 

流動負債合計 6,888,661 5,631,528 

固定負債    

資産除去債務 29,912 30,105 

その他 104,728 467,341 

固定負債合計 134,641 497,446 

負債合計 7,023,303 6,128,975 

純資産の部    

株主資本    

資本金 818,105 818,105 

資本剰余金 860,730 860,730 

利益剰余金 7,231,434 7,495,019 

自己株式 △281 △281 

株主資本合計 8,909,989 9,173,574 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 17,989 11,638 

為替換算調整勘定 194,721 129,811 

その他の包括利益累計額合計 212,711 141,449 

新株予約権 7,090 7,066 

非支配株主持分 22,259 18,408 

純資産合計 9,152,052 9,340,499 

負債純資産合計 16,175,355 15,469,474 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年６月１日 
 至 2019年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年６月１日 

 至 2020年２月29日) 

売上高 28,831,283 26,312,188 

売上原価 25,935,829 23,740,439 

売上総利益 2,895,454 2,571,749 

販売費及び一般管理費 1,858,530 1,846,146 

営業利益 1,036,924 725,602 

営業外収益    

受取利息 9,366 10,125 

受取配当金 2,675 2,434 

仕入割引 35,198 32,780 

受取家賃 32,276 30,658 

その他 21,817 22,489 

営業外収益合計 101,334 98,488 

営業外費用    

支払利息 32,998 33,084 

売上割引 3,416 2,505 

為替差損 6,039 34,033 

その他 12,498 20,252 

営業外費用合計 54,953 89,875 

経常利益 1,083,305 734,215 

税金等調整前四半期純利益 1,083,305 734,215 

法人税、住民税及び事業税 283,951 202,862 

法人税等調整額 36,947 34,131 

法人税等合計 320,898 236,994 

四半期純利益 762,406 497,221 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
4,820 △3,526 

親会社株主に帰属する四半期純利益 757,586 500,748 

 

- 9 -



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年６月１日 
 至 2019年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年６月１日 

 至 2020年２月29日) 

四半期純利益 762,406 497,221 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △15,311 △6,351 

為替換算調整勘定 30,713 △65,235 

その他の包括利益合計 15,401 △71,587 

四半期包括利益 777,807 425,634 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 772,379 429,486 

非支配株主に係る四半期包括利益 5,427 △3,851 
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【注記事項】

（会計方針の変更）

 （IFRS第16号「リース」の適用） 

 国際財務報告基準（IFRS）を適用している在外連結子会社において、IFRS第16号「リース」（2016年１月13

日。以下「IFRS第16号」という。）を、第１四半期連結会計期間より適用しています。

  IFRS第16号の適用により、借手のリースは、原則としてすべてのリースについて資産および負債を認識して

います。IFRS第16号の適用にあたっては、その経過的な取扱いに従って、当該会計基準の適用による累積的影響

を適用開始日に認識する方法を採用しております。

  なお、当該会計基準の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間末において、有形固定資産の「その他（純

額）」が343,621千円が増加し、流動負債の「その他」が14,190千円及び固定負債の「その他」が358,052千円が

増加しております。当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形 

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。
 

 
前連結会計年度

（2019年５月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2020年２月29日）

受取手形 － 20,388千円

電子記録債権 － 4,931

支払手形 － 1,802

電子記録債務 － 187,318
 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  2018年６月１日
至  2019年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2019年６月１日
至  2020年２月29日）

減価償却費

のれん償却額

110,929千円

6,288

143,524千円

6,288
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年６月１日 至 2019年２月28日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日

 2018年８月24日

定時株主総会
 普通株式 118,492 利益剰余金 15  2018年５月31日  2018年８月27日

 2018年12月21日

取締役会
 普通株式 118,581 利益剰余金 15  2018年11月30日  2019年２月８日

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年６月１日 至 2020年２月29日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2019年８月23日

定時株主総会
 普通株式 118,581 利益剰余金 15 2019年５月31日 2019年８月26日

2019年12月19日

取締役会
 普通株式 118,581 利益剰余金 15 2019年11月30日 2020年２月10日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年６月１日 至 2019年２月28日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２   国内事業部門 海外事業部門 計 

売上高          

外部顧客への売上高 19,194,923 9,636,360 28,831,283 - 28,831,283 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

1,056,167 795,591 1,851,758 △1,851,758 - 

計 20,251,090 10,431,952 30,683,042 △1,851,758 28,831,283 

セグメント利益 1,037,513 384,828 1,422,342 △385,418 1,036,924 

（注）１.セグメント利益の調整額△385,418千円は、セグメント間取引消去8,517千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△393,936千円であります。

   ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

      該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年６月１日 至 2020年２月29日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２   国内事業部門 海外事業部門 計 

売上高          

外部顧客への売上高 17,835,356 8,476,832 26,312,188 - 26,312,188 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

512,002 726,739 1,238,741 △1,238,741 - 

計 18,347,358 9,203,572 27,550,930 △1,238,741 26,312,188 

セグメント利益 860,395 229,488 1,089,883 △364,280 725,602 

（注）１.セグメント利益の調整額△364,280千円は、セグメント間取引消去9,384千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△373,665千円であります。

   ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

      該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年６月１日
至 2019年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年６月１日
至 2020年２月29日）

（1）１株当たり四半期純利益 95円86銭 63円34銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 757,586 500,748

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
757,586 500,748

普通株式の期中平均株式数（株） 7,902,957 7,905,466

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 95円79銭 －

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 5,193 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

 

2018年３月12日開催の取締役

会議による第２回新株予約権

新株予約権の数 2,500個

（普通株式 250,000株）

 

2015年７月３日開催の取締役

会議による第１回新株予約権

新株予約権の数 3,709個

（普通株式370,900株）

 

2018年３月12日開催の取締役

会議による第２回新株予約権

新株予約権の数 2,500個

（普通株式 250,000株）

 

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2019年12月19日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

 （イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・118,581千円

 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・15円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・2020年２月10日

（注）2019年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

2020年４月10日

ミタチ産業株式会社 

   

取締役会 御中 

  
 

 
三 優 監 査 法 人 

 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 林    寛 尚  印 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 吉 川  雄 城  印 

 
 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミタチ産業株式

会社の2019年６月１日から2020年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年12月１日から2020年２

月29日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年６月１日から2020年２月29日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行

った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミタチ産業株式会社及び連結子会社の2020年２月29日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。
 
利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

    ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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